
組合員 （2011年7月31日現在）6,396名

『８つの生活習慣を』『８つの生活習慣を』
1）適正な睡眠時間（７～８時間）をとる。
2）過労を避け、充分な休養をとる。
3）喫煙をしない。
4）過度の飲酒をしない。
5）適度な運動を定期的につづける。
6）低塩分、低脂肪のバランスのよい食事をとる。
7）間食せず、朝食をとる規則正しい食生活をする。
8）一日1回以上よごれを落としきる歯みがきをする。
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 こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
被
害
に
対
し
て
、
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
多
額
の
見
舞
金
、

並
び
に
支
援
活
動
、
支
援
物
資

を
い
た
だ
き
心
か
ら
御
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
達
医
療
生
協
も
、
野
蒜
の

介
護
施
設
「
な
る
せ
の
郷
（
ひ

な
た
ぼ
っ
こ
）
」
が
津
波
で
流

出
し
、
職
員
三
人
と
当
日
の
利

用
者
十
二
名
の
方
の
尊
い
命
が

な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、

海
岸
診
療
所
で
も
床
上
浸
水
に

よ
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
歯
科
ユ

ニ
ッ
ト
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど

多
大
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
組
織
的
に
み
れ
ば
、

野
蒜
・
宮
戸
・
矢
本
・
石
巻
で

多
く
の
組
合
員
の
尊
い
命
と
家

屋
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
ご
遺
族
の
方
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　災
害
後
、
五
ヶ
月
を
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
も
余

震
が
続
き
復
興
の
兆
し
が
あ
る

も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
程
遠
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
私
達
医
療
生

協
は
、
大
変
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
が
、
全
国
か
ら
延
べ
五
百

余
名
も
の
仲
間
の
支
援
を
受
け
、

ま
た
、
各
団
体
や
個
人
か
ら
多

額
の
見
舞
金
と
支
援
物
資
を
い

た
だ
き
、
仲
間
の
連
帯
と
友
情

に
感
謝
し
な
が
ら
事
業
再
開
に

向
け
て
懸
命
に
努
力
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　私
達
は
今
、
新
た
な
気
持
ち

で
災
害
復
興
に
立
ち
向
か
い
、

組
合
員
の
元
気
を
取
り
戻
し
、

そ
の
力
に
依
拠
し
て
一
層
の
前

進
を
計
る
決
意
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
重
ね

て
感
謝
申
し
上
げ
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
　事
　長

　大
友

　
　昌
（
北
部
）

副
理
事
長

　青
木

　幹
子
（
磯
崎
）

　　〃
　

　
　山
﨑

　武
彦
（
職
員
）

専
務
理
事

　青
井

　克
夫
（
職
員
）

常
任
理
事

　楳
林

　
　毅
（
石
巻
）

　　〃
　

　
　桜
井

　
　昭
（
二
小
）

　　〃
　

　
　檀
崎

　祐
夫
（
職
員
）

　　〃
　

　
　名
雪

　英
三
（
高
城
）

　　〃
　

　
　山
本

　幸
子
（
鳴
瀬
）

理

　
　事

　赤
間

　洋
子
（
北
部
）

　　〃
　

　
　安
部

　悦
子
（
鳴
瀬
）

　　〃
　

　
　大
類

　幸
雄
（
大
郷
）

　　〃
　

　
　佐
田

　紀
元
（
高
城
）

　　〃
　

　
　佐
藤

　清
子
（
石
巻
）

　　〃
　

　
　佐
藤

　良
治
（
職
員
）

　　〃
　

　
　品
川

　聖
治
（
磯
崎
）

　　〃
　

　
　高
橋

　静
子
（
職
員
）

　　〃
　

　
　高
橋

　康
則
（
職
員
）

　　〃
　

　
　手
代
木
せ
つ
子
（
鳴
瀬
）

　　〃
　

　
　中
川

　敬
子
（
海
岸
）

　　〃
　

　
　永
沼

　幸
枝
（
磯
崎
）

　　〃
　

　
　長
峰

　千
代
（
海
岸
）

　　〃
　

　
　本
館

　榮
子
（
鹿
島
台
）

　　〃
　

　
　山
崎

　定
子
（
大
郷
）

監

　
　事

　蒲
生

　
　功
（
高
城
）

　　〃
　

　
　佐
藤

　英
夫
（
二
小
）

　　〃
　

　
　大
友

　
　忠
（
北
部
）

　松
島
医
療
生
活
協
同
組
合
の
第
四
十
六
回
（
二
〇
一
一
年
度
）
総
代
会
が
七
月
二

十
三
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
松
島
中
央
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　第
一
号
か
ら
第
五
号
議
案
ま
で
の
報
告
・
提
案
が
な
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
後
、
総

代
総
数
百
五
十
名
中
、
本
人
出
席
八
十
七
名
、
代
理
人
出
席
二
十
七
名
、
書
面
議
決

書
二
十
四
名
の
合
計
百
三
十
八
名
の
出
席
で
採
決
を
行
い
、
満
場
一
致
で
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
最
後
に
特
別
決
議
と
し
て
『
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
再
建
と
平
和

で
、
健
康
で
、
安
心
し
て
く
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
』
が
提
案
さ
れ
、
拍

手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

総代会議案
第１号議案　2010年度の事業・決算・監査報告
　　　　  　と剰余金処分の件
第２号議案　2011年度の事業計画・予算案の件
第３号議案　役員報酬最高限度額の件
第４号議案　役員選任の件
第５号議案　議案効力発生の件

御 

礼

　
　
　
　理
事
長

　大
友
　 

昌

全国から来られた支援の方々全国から来られた支援の方々

松
島
医
療
生
協
の

役
員
改
選
に
よ
り
左
記
の
方

が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

総
代
会

第
46
回

総
代
会

第
46
回

役
員
紹
介
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 六
名
よ
り
質
問
・
意
見
・
要

望
・
提
案
へ
の
補
強
の
発
言
が

あ
り
、
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

発
言
は

①
震
災
支
援
へ
の
お
礼
、
東
松

　島
市
の
被
災
状
況
と
組
合
員

　の
所
在
把
握
が
難
し
い
事
、

　医
療
生
協
等
の
支
援
日
程
の

　連
絡
、
支
援
活
動
で
の
組
合

　員
把
握
状
況
、
仮
設
住
宅
で

　の
孤
独
死
対
策
と
訪
問
行
動

②
歯
科
の
医
療
支
援
、
石
巻
市

　の
被
害
状
況
と
組
合
員
の
所

　在
が
つ
か
め
な
い
状
況
、
健

　康
チ
ェ
ッ
ク
を
支
部
活
動
の

　復
活
の
原
動
力
に

③
母
親
大
会
（
全
国
と
宮
城
県
）

　の
訴
え
、
物
資
販
売
へ
の
協

　力
要
請

④
仮
設
住
宅
で
の
生
活
状
況
、

　高
齢
者
の
病
院
や
買
い
物
へ

　の
足
の
確
保
課
題
、
班
会
開

　催
の
場
所
探
し
の
経
験

⑤
震
災
後
の
組
合
員
訪
問
行
動

　へ
の
組
合
員
参
加
と
、
全
国

　か
ら
の
支
援
者
へ
の
感
謝

⑥
支
部
で
の
四
課
題
の
取
り
組

　み
状
況
と
目
標
達
成
が
厳
し

　い
、
班
会
の
開
催
場
所
の
解

　決
策
等
の
質
問
、
意
見
、
補

　強
発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　質
問
に
つ
い
て
は
理
事
会
か

ら
説
明
が
な
さ
れ
、
意
見
・
要

望
に
つ
い
て
は
支
部
と
共
に
協

力
し
て
解
決
策
を
探
り
な
が
ら

進
め
た
い
、
特
に
東
松
島
市
、

石
巻
市
の
支
部
強
化
の
た
め
に

医
療
福
祉
生
協
連
の
援
助
も
受

け
て
対
応
を
進
め
る
。
班
会
開

催
は
援
助
金
の
活
用
を
と
報
告

答
弁
が
な
さ
れ
た
。

　私
達
二
人
は
、
長
い
間
松
島

医
療
生
協
の
理
事
と
し
て
務
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の

総
代
会
を
期
に
退
任
を
い
た
し

ま
し
た
。

　在
任
中
は
い
ろ
い
ろ
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
事
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　尚
、
今
後
生
協
活
動
及
び
各

事
業
が
ま
す
ま
す
伸
展
い
た
し

ま
す
様
に
ご
期
待
を
致
し
引
退

の
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　 こ
の
度
、
支
部
長
と
い
う
大

切
な
役
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
支
部
は
、
高
橋

道
子
さ
ん
の
時
代
か
ら
コ
ツ
コ

ツ
と
築
か
れ
て
き
た
支
部
で
す
。

　横
田
前
支
部
長
さ
ん
か
ら
の

要
請
を
三
年
間
抑
え
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
諸
活
動
を

絶
や
す
こ
と
な
く
進
め
て
行
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
今
年
に

な
っ
て
お
引
き
受
け
し
た
次
第

で
す
。
本
当
に
私
で
良
い
の
か

未
だ
に
迷
っ
て
お
り
心
配
で
な

り
ま
せ
ん
。

　こ
の
度
の
震
災
で
被
災
さ
れ

た
方
々
の
事
を
思
う
時
、
自
分

の
事
だ
け
で
な
く
み
ん
な
で
頑

張
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
と
考
え

ま
す
。

　横
田
前
支
部
長
さ
ん
の
①
人

を
集
め
る
力
②
ア
イ
デ
ィ
ア
の

良
さ
を
見
習
い
、
ご
指
導
を
い

た
だ
い
て
共
に
力
を
合
わ
せ
て

や
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
達
は
三
月
十
一
日
受
け
継

い
だ
生
命
を
明
日
に
伝
え
て
行

く
役
目
を
大
切
に
し
て
頑
張
ら

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
お
世

話
に
な
っ
た
方
た
ち
の
事
を
忘

れ
ず
に
し
っ
か
り
受
け
継
い
で

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　皆
様
方
の
心
と
力
を
合
わ
せ

て
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。　六

月
〜
七
月
の
班
会
開
催
月

間
中
、
近
く
の
人
達
と
華
園
会

館
で
班
会
を
二
回
開
き
ま
し
た
。

　一
回
目
は
、
大
友
理
事
長
か

ら
新
し
く
出
来
る
施
設
の
お
話

を
う
か
が
い
、
そ
の
後
お
茶
飲

み
会
。

　二
回
目
は
、
猛
暑
の
続
く
七

月
半
ば
過
ぎ
に
、
運
動
・
手

芸
・
お
茶
飲
み
を
取
り
入
れ
た
、

青
木
副
理
事
長
発
案
の
「
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
」
班
会
で
す
。

　始
め
に
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
を

行
い
、
ゴ
ム
ボ
ー
ル
（
大
・

中
・
小
）
を
使
っ
て
、
各
自
バ

ラ
ン
ス
や
筋
力
を
つ
け
る
無
理

の
な
い
運
動
で
軽
く
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　次
に
、
簡
単
に
出
来
る
「
モ

ダ
ン
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り
」
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
も
な
く
素

敵
な
仕
上
が
り
に
皆
ん
な
大
満

足
で
し
た
。

　お
茶
と
軽
食
で
お
し
ゃ
べ
り

に
花
を
咲
か
せ
、
和
や
か
な
う

ち
に
終
了
で
す
。

　頭
も
・
体

も
・
口
も
、
大
い
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
、
帰
り
の
皆
ん
な
の

笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
月
に
一
度
位
続

け
な
が
ら
、
支
え
あ
い
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
部
支
部 

桜
井

　昌
一

 高
城
支
部
長 

磯
崎
和
恵
子 

海
岸
支
部 

村
上
和
久
子

 

【特別決議】

東日本大震災からの復興・再建と
平和で、健康で、安心してくらせる社会をめざしましょう　　

　2011年3月11日午後2時46分、東日本はマグニチュード9.0大きな揺れと巨大津波で、近
年史上類を見ない大震災に見舞われました。東日本大震災による被害は青森県から千葉
県に至る広範囲に及び、街が破壊され多くの人命を失いました。松島医療生協の組合
員・職員も犠牲になりましたが、宮城県の犠牲者は、7月21日現在、死者9,333名、行方不
明者2,554名におよんでいます。震災後4ヶ月が過ぎましたが、家族を、家を、仕事を、失
った多くの被災者は生活再建の目途が立っていない状況です。
　国は、被災者の立場に立った復興計画と必要な財政措置が急務になっているに関わら
ず、政争に明け暮れ、被災者を置き去りにしています。更に、震災復興の名を借りて消
費税を段階的に15％まで引き上げようとしており、絶対に許すことは出来ません。被災
者に寄り添った、政策実現を早急に望みます。
　東京電力福島第一原子力発電所は地震と大津波による電源喪失で、大爆発と炉心溶融
による放射能汚染は広範囲に広がり、私達を大きな不安と混乱に陥れています。女川原
子力発電所も危機一髪で災害を逃れたとの事です。世論調査でも国民の8割は、脱原発を
求めており、原発に頼らないエネルギー政策への転換を求めます。
　宮城県沿岸部は震災前より医療と介護の崩壊地域でしたが、大震災の影響で医療と介
護の崩壊が進行し「健康といのちの危機」が益々深刻になりかねません。国と県が責任
をもった対策を緊急に取ることを求めます。
　震災直後から松島医療生協は事業所の復旧・再建に全力を傾けながら、全日本民医連
や医療福祉生協連の仲間とともに、避難所への医療支援、組合員訪問などに取り組み、
「いのちと暮らしを守る」医療生協の運動を実践してきました。東松島市や石巻市の支
部と組合員の多くは、活動拠点や住居を失っており、継続した支援が必要であり、医療
生協として特別な体制を取って「安心して住み続けられるまちづくり運動」が一歩でも
前進できるように努力して行きます。
　震災からの復興・再建は、多くの組合員の参加・協力と共に、松島医療生協の組織と
事業強化が求められています。幾重の困難もありますが、「平和で、健康で、安心して
くらせる社会をめざし」、全組合員と全職員が団結を強め、力いっぱい奮闘することを
決意します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上、決議する。

2011年7月23日　　　　　　　　　　　　　
松島医療生活協同組合　第46回通常総代会

支
部
長
を
務
め
る
に

あ
た
っ
て

「
班
会
報
告
」

「
班
会
報
告
」佐

藤

　信
子

支
部

磯
崎
磯
崎

理
事
退
任
の
ご
挨
拶

質
疑
応
答



　震
災
支
援
を
き
っ
か
け
に
、

『
脳
い
き
い
き
班
会
』
の
生
み

の
親
で
あ
る
、
鳥
取
大
学
・
大

学
院
博
士
：
竹
田
先
生
、
鳥
取

生
協
病
院
：
田
治
米
先
生
と
情

報
交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　そ
の
二
名
の
先
生
が
鳥
取
か

ら
松
島
医
療
生
協
の
組
合
員
さ

ん
・
職
員
と
交
流
し
た
い
と
、

大
変
う
れ
し
い
連
絡
が
入
り
ま

し
た
。

　そ
こ
で
、
七
月
二
日
中
央
公

民
館
に
て
、
特
別
学
習
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
学
習
会
は

三
部
構
成
で
、
一
部
は
職
員
を

対
象
と
し
た
「
認
知
症
に
つ
い

て
・
竹
田
式
三
色
組
合
せ
テ
ス

ト
」
で
す
。
認
知
症
の
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
早
期
発
見

と
、
地
域
で
の
認
知
症
予
防
が

大
切
な
事
を
学
習
し
ま
し
た
。

　二
部
は
「
脳
い
き
い
き
班

会
」
の
進
め
方
に
つ
い
て
で
す
。

竹
田
先
生
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
実
践
し
て
頂
き
、
な

か
な
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ

た
班
会
も
実
際
体
験
す
る
事
が

で
き
、
と
て
も
温
か
く
気
持
ち

の
い
い
班
会
で
し
た
。
こ
れ
な

ら
皆
さ
ん
も
絶
対
、
脳
も
心
も

生
き
生
き
す
る
な
ぁ
と
感
心
。

　三
部
は
お
弁
当
を
食
べ
な
が

ら
先
生
方
と
の
懇
談
会
。
先
生

方
を
中
心
に
参
加
者
の
感
想
を

一
人
ひ
と
り
聞
く
事
が
で
き
ま

し
た
。
参
加
し
て
下
さ
っ
た

方
々
は
皆
さ
ん
と
て
も
興
味
を

持
っ
て
く
れ
、
本
当
に
脳
が
生

き
生
き
す
る
、
早
速
班
会
を
開

き
た
い
、
こ
れ
は
自
分
の
日
々

の
生
活
に
も
役
に
立
つ
と
言
っ

た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

震
災
当
時
の
話
題
に
触
れ
た
際

に
は
、
医
療
生
協
の
人
の
声
掛

け
や
励
ま
し
が
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
と
、
涙
な
が
ら
に
感
謝
の

気
持
ち
を
話
し
て
く
れ
た
人
も

い
ま
し
た
。

　認
知
症
の
予
防
に
は
皆
さ
ん

と
て
も
感
心
を
持
っ
て
い
る
様

で
、
学
習
会
後
す
ぐ
に
第
一
回

『
脳
い
き
い
き
班
会
』
を
開
い

た
所
も
あ
り
ま
し
た
。

　今
後
は
地
域
全
体
が
認
知
症

を
理
解
し
、
予
防
し
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
見
守
り
を
受
け
な

が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
作
り
が
大
事
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

　組
合
員
の
皆
様
、
月
刊
誌
、

医
療
福
祉
生
協
連
の
「
コ
ム
コ

ム
」
・
民
医
連
の
「
い
つ
で
も

元
気
」
ど
ち
ら
も
（
四
百
円
）

を
ご
購
読
下
さ
い
。
職
員
も
理

事
・
監
事
も
一
般
の
組
合
員
も
、

沢
山
の
人
々
が
購
読
し
て
い
ま

す
。
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
に

は
、
宣
伝
紙
を
差
上
げ
し
ま
す

の
で
電
話
三
五
三
-
三
三
○
九

（
佐
藤
美
穂
子
・
佐
田
紀
元
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　次
に
医
療
福
祉
生
協
連
の
通

信
教
育
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
通
信
教
育
の
内
容
に
は

色
々
な
コ
ー
ス
が
あ
り
（
こ
ち

ら
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
差
上
げ

ま
す
）
、
受
講
料
は
一
コ
ー
ス

四
千
〜
八
千
円
で
す
。
通
信
教

育
が
修
了
（
合
格
）
し
ま
す
と

受
講
料
の
半
額
が
松
島
医
療
生

協
よ
り
助
成
さ
れ
ま
す
。

　従
来
こ
の
通
信
教
育
に
は
、

職
員
と
理
事
・
監
事
し
か
受
講

し
て
い
ま
せ
ん
。
学
習
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
医
療
福
祉
の
分
野

で
確
か
な
活
動
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
一
般
の
組
合

員
さ
ん
も
挑
戦
し
て
み
て
下
さ

い
。

　平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
・
四
月
七
日
、
こ
の
度
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受

け
ら
れ
た
組
合
員
の
皆
々
様
・

職
員
の
皆
々
様
へ
お
見
舞
い
申

し
上
げ
る
と
共
に
一
日
も
早
い

復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　職
員
の
方
々
、
組
合
員
そ
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
々
様
の

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
早
い
開
院

で
御
苦
労
様
で
し
た
。
心
よ
り

有
難
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　院
所
利
用
委
員
会
の
活
動
と

い
た
し
ま
し
て
、
診
療
所
の
出

入
り
口
と
歯
科
の
窓
前
に
緑
の

カ
ー
テ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
見

た
目
も
と
て
も
涼
し
げ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　　エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
稼
動
す
る

様
に
な
り
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　暑
さ
厳
し
き
折
、
組
合
員
・

職
員
の
皆
々
様
お
身
体
に
く
れ

ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し

に
な
り
ま
す
様
に

平
成
二
十
三
年
七
月
十
九
日

介
護
相
談
セ
ン
タ
ー   

村
山

　敏
子

教
育
委
員
会   

佐
田

　紀
元

院
所
利
用
委
員
会   

長
峰

　千
代

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
誘
い

院
所
利
用
委
員
会
の
活
動

「
知
っ
て
得
す
る
！
」「
覚
え
て
得
す
る
！
」

特
別
学
習
会
に
参
加
し
て
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「第25回日本高齢者大会in青森」のお知らせ
社保委員会よりその①

　4半世紀の歴史を飾る節目の高齢者大会が青森県を会場に行わ
れます。
　日本では毎年１万人以上の高齢者が事故や自殺、振り込め詐欺
の被害などにあっています。東日本大震災では8,718人の行方不
明と15,202人 の死亡者がいましたが65歳以上の高齢者は51.8
％も占めています（警視庁調べ5/2現在）。福島原発事故の被害は
今尚続いています。介護保険は10年節目の年、後期高齢者医療制
度など社会保障改悪をやめさせるためにも、全国の経験を交流し、
情勢を学び、被災地の激励なども予定されています。
　医療生協からは、5名が参加する予定です。

日　時　9月12日（月）13：00～13日（火）12：00まで
場　所　青森県青森市文化会館、他
参加費　1日／2,500　2日間／5,000円（宿泊・交通費は別）
記念講演　日野秀逸東北大学名誉教授による
　　　　　「東日本大震災に負けない高齢期運動」

「第51回宮城県母親大会in白石」のご案内
社保委員会よりその②

「心をつなぎ　力を合わせ　ともに笑顔をとりもどそう」の大会テ
ーマで、今年の大会は、従来の午前の分科会をなくし、東日本震災
復興支援バザールと交流のひろばとして、宮城の各地域母連・業者
からの出店で、その売り上げの一部を復興支援にと開かれます。

記

日　時　平成23年9月25日（日）10時
場　所　白石市立白石第一小学校
内　容　午前　東日本震災復興支援バザールと交流ひろば
　　　　午後　○ 記念講演（伊藤千尋さん）
                 　　　テーマ（憲法を復興に活かして）
　　　　　　　○ クミココンサート（シャンソン歌手）
参加費　700円

松島母連でも手作り品（小物）を出店しますので、皆様多数のご参
加をお待ちしています。
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古紙配合率100％再生紙を
使用しています

この広報紙は環境にやさしい
大豆油インキで印刷しています

■松島海岸診療所（内科）

■松島海岸診療所（歯科）

■介護相談センター

■訪問看護ステーション「まつしま」

■デイケア（おたっしゃデイ）

■まつしまくらしの助け合いの会  

■松島医療生協（事務局）  

■組合員活動部（組織部）  

☎０２２－３５４－３７０２

☎０２２－３５3－３309

☎０２２－３５３－2696

☎０２２－３５３－3309

各事業所等の連絡先各事業所等の連絡先

　私
は
、
松
島
海
岸
診
療
所
歯

科
で
三
十
二
年
間
、
歯
科
技
工

士
と
し
て
勤
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
平
成
二
十
三
年
六
月
一

日
よ
り
組
織
担
当
と
し
て
配
属

さ
れ
ま
し
た
。

　班
会
や
組
合
員
活
動
で
は
、

新
た
な
工
夫
を
交
え
な
が
ら
、

組
合
員
さ
ん
と
の
繋
が
り
を
持

っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職

員

紹

介

職

員

紹

介

組
織
担
当

　佐
藤 

美
穂
子

☎０２２－３５４－３７０２

☎０２２－３５３－２７１７

☎０２２－353－3185

☎０２２－３５３－３２９5

月～土 9：15～16：15

●内  科　☎（０２２）３５４－３７０２

●歯  科（予約制） ☎（０２２）３５３－２７１７

●訪問看護ステーション「まつしま」 ●デイケア

月

火

水

木

金

土

山　﨑

 山﨑・吉田（内視鏡）

山　﨑

山　﨑

山　﨑

山﨑・応援医師で交替

遠藤・久中（隔週）

佐　藤

久　中

久　中

久　中

遠藤又は久中

遠藤・久中（隔週）

久中・佐藤

久　中

久　中

久　中

遠藤又は久中

山　﨑

休　診

山　﨑

休　診

山　﨑

8：307：30 12：30 15：00 18：0017：30

月

火

水

木

金

土

月～金
土

8：45 12：00

8：30～17：30
8：30～12：30

14：00 17：00

18：00

月～土 8：30～17：30

●介護相談センター

※受付は診療時間終了30分前までにお願いします。
※木曜日の7：30からの診察は予約制です。

※急患受付は診療時間終了30分前までにお願いします。
　各担当歯科医師の診療日は不規則ですので受付までお問合せ下さい。
　

午　　前 午　　後

午　前 午　後 ・  夜　間

（おたっしゃデイ）

松島海岸診療所 診療案内

20：00

久　中

　3月11日の東日本大震災で甚大な被害に遭われた皆様へお見舞い申しあげます。
さて、当法人にて運行しております定期送迎ですが、2011年6月6日（月）より今ま
での指定場所・時間を廃止し、全て予約制とし組合員さまの利便性と効率よい送迎
を目的とした送迎に改善する事に致しました。
つきましては下記のとおり曜日毎送迎地域を運行いたしますので、今まで送迎をご
利用いただいていた方及び新たに送迎希望の方は事務局職員にご確認のうえ、ご利
用くださる様に御願い致します。

  送迎運行表（予約制）

  予約について

１．送迎希望の方は、下記へご連絡下さい。
２．予約日前日に（月曜日分は金曜日）再度予約確認の為、電話にてご連絡致します。
３．当日は指定された時間・場所にて待機して下さい。
４．次回以降の予約は診察終了後、送迎事務局にて予約をお取りします。

　※当日の受付は原則として受け付けませんのでご注意下さい。

                                     　　　　   2011年8月

　　　　　　　　　　　　　　　松島医療生活協同組合　送迎事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話022-353-3309
　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：桜井二美子、桜井昭、佐藤広

曜日

月

火

水

木

金

午前 送迎地域 午後 送迎地域

上下堤・北部・上幡谷

磯崎・高城・松島・検査予約者

大郷・品井沼・桜渡戸・初原

上下堤・北部・上幡谷・大郷・初原

鳴瀬・大塚・手樽

磯崎・高城・松島

鳴瀬（歯科専用）

磯崎・高城・松島

歯科専用

磯崎・高城・松島

※火曜日の検査予約者は3名までとなります。
※宮戸、桜渡戸、小石浜、赤沼地区の方は、事務局へご連絡下さい。
※8月より木曜日午前に大郷・初原地域、午後に歯科送迎を追加いたしました。

定期送迎変更のご案内

　医師体制が困難な状況のため当分の間、火・木の午後については休
診とさせていただきます。
　医師配置が確保出来次第、火・木午後の診療を再開したいと思いま
すのでご了承下さい。

　震災は歯科の診療に多大な被害をもたらしました。建物は無事でし
たが津波の影響で11台あった治療台全てが故障したため、5月以降は5
台で診療を行っています。診療に必要な器材やバキュームやコンプレッ
サーも塩害により廃棄したため新規購入していますが、原状回復が困難
なため診療規模を縮小しています。
　新しい介護施設建設後の来年4月以降に歯科の移設も予定していま
す。今回の縮小は震災の負債を減らし復興に向け、早期に立て直しをは
かるため、ご理解とご協力宜しくお願い致します。

診療体制変更についてのお知らせ
７月より診療体制が左記のように変更になりました。

医科

歯科

（4）

　3月11日の東日本大震災で甚大な被害に遭われた皆様へお見舞い申しあげます。
さて、当法人にて運行しております定期送迎ですが、2011年6月6日（月）より今ま
での指定場所・時間を廃止し、全て予約制とし組合員さまの利便性と効率よい送迎

2011
『健康まつり』

開催のお知らせ

次の日程・場所で開催いたし
ます。

開催日　10月23日（日）

場　所　松島町中央公民館

　　　　　　　　　　　　　　　松島医療生活協同組合　送迎事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話022-353-3309
　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：桜井二美子、桜井昭、佐藤広

                                     　　　　   2011年8月

　　　　　　　　　　　　　　　松島医療生活協同組合　送迎事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話022-353-3309
　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：桜井二美子、桜井昭、佐藤広


